

































































































































































千々石弥解瑠　Dom Miguel 伊東満所　Dom Mancio
原丸知野　Dom Martinho 中浦寿理安　Dom Juliam
教皇グレゴリオ13世より贈られた短衣を着た四使節。（La Première Ambassade du Japon 
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遠縁の伊東満所のことをまったく知らず、かれが携えた書状を書かなかったことはたしかである（ 『日本巡察記』 ） 。けっきょくヴァリヤーノは、キリシタン大名の大友、大村、有馬ら三侯の縁者から使節四名を、さらに日本語教師ジョルジ・ロヨラ（イエズス会に入った最初の日本人、一五六〇年肺結核によりマカオで病死） 、通訳として日本語を能くするディオゴ・デ・メスキッタ（一六一四［慶長一九］一一・四
―
十善寺浜の小
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26聖人の殉教の図。（Le P.de Charlevoix: Histoire 
























































































































































ress in Japan, 
1591 –1610. P









『ヒデスの導師』 （四巻一冊、一五九二年［文禄元年］刊） 、 『ドチリナ・キリシタン』 （一冊、一五九二年［文禄元年］刊） 、 『平家の物語』 （四巻、一五九二年［文禄元年］刊） 、 『エソポ 寓話 二一五 三 二 金句集』 （一巻、一五九三年［文禄二年］刊） 、 『アルバレス著
　
ラテン











邦語対訳辞書』 （一冊、一五九五年［文禄四年］刊） 、 『コンテンツス・ムンヂ』 （一冊、一五九六年［慶長元年］刊） 、 『精神の鍛練』







































帰国後、四使節らが語る海外における見聞談 日本国の統治者秀吉や地方大名とそ 領民ら 世界観を一新させ、かれらの蒙を啓
ひら
いたことは
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49）フーベルト・チースリク 世界を歩いた切支丹』 （春秋社 四 六 六 一〇五頁。
（
50）高崎隆雄「伊東マンショの墓所について」 （ 『日本歴史』第四二七号所収、昭和
58・
12）を参照。
（
51）注（
49）の一〇五頁。
（
52）注（
34）の三七頁。
（
53）注（
49）におなじ。
